
代表

委員

在 日イス ラム系外 国人 の避難 所 としてのモス クの利用可能性 の検討

小谷 仁務 (東 京大学大学院工学系研究科総合研究機構 助教 )

山路 永司 (東 京大学大学院新領域研究科国際協力学専攻 名誉教授 )

[研 究報告要 旨 ]

災害時の避難所生活では外国人の宗教に起因する問題が指摘 されてお り、特

に、マイ ノリテ ィであるイスラム系外国人 (在 日ムス リム)の ための礼拝スペ

ー スや食事 (ハ ラール食)の提供が課題 となっている。そ こで、本研究は、在

日ムス リムが 日頃か ら利用する礼拝所 「モスク」を自主的な避難所 として利用

す ることを提案 し、その利用可能性 を検討 した。モスクには、ネL拝 スペースを

含 めた広い空間が存在す ると共 に、週末の礼拝後に食事が提供 され ることもあ

り、上記の問題 を解消す るポテ ンシャルをもち うるためである。本研究では、

在 日ムス リムが多 く居住す る群馬県伊勢崎市の二つのモスク (伊 勢崎モスクと

:覧 町モスク)を 対象に調査を行い、そスクが避難所 として有効に機能す る設備

の有無や建物環境 を明 らかに した。 さらに、避難者の収容可能人数や食事の提

供 可能人数、モスク管理者の協力可能性を示 した。具体的な結果 として、両モ

ス クとも トレイや シャワー室な どが備わ り、伊勢崎モスクでは 60人 強、境町モ

ス クでは 80人弱の避難者 を受 け入れ られ るスペースが存在す ることがわかっ

た。モスク管理者は避難所利用 に前 向きな意向を示 してお り、モスクが多 くの

避難者の一時的な滞在・宿泊可能な施設 として機能す ることが示唆 された。一

方 、両モスクとも、100人 規模 の食事を準備 できるキッチ ンやそのための食器

類 が備わっていた ものの、大量の食料が常には買い置きされてい るわけではな

かった。ただ し、近隣の レス トランやハラール シ ョップか らの迅速 な食料の確

保 は難 しくない状況であったため、食料提供の場 としてもモスクが機能す る可

能性 も示唆 され た。最後 に、避難所 として活用 してい くために今後検討 され る

べ き事項について も議論 した。上記 の結果 は、今後、モス クの避難所利用 を精

緻 に検 i討 してい くための基礎的知見 となる。

なお、上記の成果を 2件 の国内学会、1件 の国際学会で発表す る と共に、英

文原稿 を執筆・公開 し (https://doi.org/10.21203/rs,3.rs-203661/vl)、 知見

の普及 に努めた。


